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概要 
（100～150 字程度） 

本研究では非免疫細胞にて生じるケモカイン・サイトカイン大量産

生機構である IL-6 アンプを基盤とし、当該機構が細胞競合にどの

ような影響を与えるか共同研究にて施行している。 
研究目的 
（300 字程度） 

慢性炎症は、さまざまな疾患との関連性が認められることから、よ

り詳細な分子機構の解明が多くの病気に対する新規治療法に繋が

ると考えられる。当研究室は細胞競合の解析に長けており、制御さ

れる分子の生理的機能を数多く明らかにしてきた。本研究では、村

上教授が世界に先駆けて報告した炎症誘導機構の一つである IL-6

アンプに着目し、当該機構依存的炎症誘導時の細胞競合、特に老化

細胞との競合の変化およびその分子メカニズムについて解析を行

い、論文化を目指す。 
研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

老化細胞は生体に加わる加齢などのストレスにより誘導され、細胞

の増殖を停止する重要ながん抑制機構の一つである。一方で老化し

た細胞は生体内で慢性炎症を誘導することでがんを含む様々な疾

患の発症に強く関与することが考えられている。本研究では村上教

授の独自コンセプトである IL-6 アンプによる炎症誘導が細胞競合

にどのような影響を及ぼすかを検討する。特に、正常上皮細胞とが

ん細胞の培養系にて IL-6 アンプの活性化を誘導することでがん細

胞排除機構の変容を現在検討中である。今後は in vitro の実験系の

みならず多発性硬化症モデル、IL-6 アンプ依存的関節炎モデル等の

慢性炎症モデルにがんの発症を誘導し生体内における細胞競合の

挙動を検討していきたい。 
上記研究の打ち合わせの為、Web 会議を年 2 回程度実施した。 
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